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令和５年度の修了式を迎えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１５日に３年生が無事に卒業しました。１・２年生のみなさんの協力があってできた大変立派

な卒業式でした。在校生代表として、「送る言葉」を読んでくれた野田生徒会長。想いのこもったと

ても素敵な言葉でした。そして、みなさんの合唱「思い出は空に」と「旅立ちの日に」。会場にいたす

べての人達の心に響く歌声でした。来賓の方からもたくさんのお褒めの言葉をいただきました。 ま

た、３月１２日に行われた「３年生を送る会」の時も３年生が主役ではありましたが、その主役が輝

くために教室や体育館の飾り付け、会場準備、学年の出し物など、１・２年生の活躍があってこそ、

成功することができたのだと思います。熱い感謝の気持ちと優しさが伝わる素晴らしい会でした。

本当にありがとう。 

  さて、今日この修了式は１年間の学習内容を、すべて勉強し終えたことを証明する修了証をみな

さんに渡すためのものです。みなさんはこの１年間、勉強に部活動に、学校行事に、委員会活動に

心豊かで夢の実現に向けて全力で努力する生徒 

真 自ら学び、正しく判断し行動できる生徒 

善 公共心と思いやりの心をもつ生徒 

美 心身ともにたくましい生徒 



本当によく頑張りました。特に学校行事は、みなさんの前向きに頑張る姿を見ることが出来て、とて

もうれしく思っています。 

そして、今、３年生が卒業して、自分たちが西中学校を作っていくんだという自覚も表れ始めてい

るように感じています。これまで積み上げてきた自信と、これからさらに頑張ろうという気持ちが伝わ

ってきます。２年生は、新３年生として、西中のリーダーの役割を果たしながら、自分自身の進路も

決定していかなければなりません。１年生も、新２年生として、後輩ができ、部活動や委員会活動な

どの活躍の場が一段と増える年になります。明日から始まる春休みを、新年度に「良いスタート」が

切れるような準備期間にしていきましょう。これからはみなさんが、西中の主役を目指す番です。期

待しています。   【校長の話より】 

                     おもな               予定 

                                                    

 

 

 

 

 

２６日（火）修了式 

２７日（水）学年末休業日 

２８日（木）学年末休業日 

２９日（金）学年末休業日 

３０日（土）学年末休業日 

３１日（日）学年末休業日 

  

1日（月）春季休業日 

 2日（火）春季休業日 

3日（水）春季休業日 

 4日（木）春季休業日 

 5日（金）準備登校 春季休業日 

6日（土）春季休業日 

7日（日）春季休業最終日 

8日（月）始業式・入学式 

９日（火）３時間授業 避難訓練 

1０日（水）集金日 発育測定 給食開始 

生徒会オリエンテーション 

１1日（木）４時間授業 生活調査アンケート 

12日（金）3年全国学力・学習状況調査（質問調査） 

１５日（月）二者教育相談 仮時間割開始 

1６日（火）眼科検診 
1７日（水）内科検診 専門委員会 中央委員会 

1８日（木）3年全国学力・学習状況調査（国・数） 

1９日（金）二者教育相談 

２０日（土）土曜参観日（授業参観・保護者会） 
２２日（月）振替休業日 

２３日（火）第１期時間割開始 

２４日（水）生徒朝会 内科健診 

２５日（木）耳鼻科検診 

２６日（金）いじめ対策プログラム 

２９日（月）昭和の日 

３０日（火）４時間授業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※4月の予定は令和６年度年間計画を配布して決定します

。 

お知らせ  ～ご理解とご協力をお願いいたします～ 

生徒数・教員数の減少にともなう「令和６年度からの西中の部活動について」 

    〇これまでの対応から柔軟な対応へ（市の部活動の方針は遵守しながら働き方改革を進める） 

     活動時間 16：45まで。それ以降の活動は顧問の裁量で部ごとに計画をたてる。最長の活動時間は 

これまでの最終下校時刻（日没時間で変わる）まで。 

     土日についても「必ずどちらかは活動する」ではなく、顧問の裁量で部ごとに計画をたてる。（両日とも 

活動しないこともある） 

    ○令和７年度から鶴中との合同部活動を本格的に進める。  

※部員数のこともあり、令和６年度から一部の部活動は合同練習を実施する。また、部活動指導員も積極

的に活用する。 ※今後、変更等が生じる場合もあります。その際は通知等でお知らせいたします。 

 

 


